
　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　○○学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　○○学部　○○学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　○○学科」

　　　（夜間）　　０４２－６９１－００１１

　　　電話番号　　０４２－６９１－８７１３

　　担当部局（課）名　八王子事務部教務課

　作成担当者

　　　職名・氏名　　課長
カチョウ

・内藤
ナイトウ

 俊
トシ

朗
オ

　　　ｅ－mail　　naito＠ks.kyorin-u.ac.jp

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０４２－６９１－１０９４

　　　　　　　　　　　　　　　注１

（注）１　「計画の区分」は届出時の基本計画書の「計画の区分」と同様に記載してください。

学校法人　杏林学園　　　
平成２１年５月１日現在　　

[平成21年度設置］

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

杏林大学　保健学部　理学療法学科

　　　計画の区分：学部の学科設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　○○学部　○○学科（通信教育課程）」

届出
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届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（マツダヒロハル ）

松 田 博 青

（昭和63年2月）

（ナガサワトシヒコ）

長 澤 俊 彦

（平成10年4月）

（オオタキジュンイチ）

大 瀧 純 一

（平成18年4月）

　　　　東京都八王子市宮下町４７６　（東京都三鷹市新川６丁目２０番２号）

理 事 長

学　　長

学 部 長

学科長等

職　　名

（４） 管理運営組織

（２） 大　学　名

　　　〒１９２－８５０８　　　　　　（１８１－８６１１）

　　　　杏　林　大　学

（３） 大学の位置

（注）１．　『(３)　大学の位置』は，届出学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書き

　　　　　で記入してください。

　　　２．　『(４)　管理運営組織』の「変更状況」欄は，変更があった場合のみ記入し，併せて「備考」欄に変更

　　　　　の理由と変更年月日，報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　　　（例）平成２１年度に報告する内容　→（21）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学　校　法　人　　　杏　林　学　園

1



修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

　保健学部 人

　　理学療法学科 4 40 ― 160

学士（理学療法学）

対象年度

区　分

―人 ―人 40人 人
(―) (―) (―) (　 　)
　 　 　 　
(―) (―) (―) (　 　)

― ― 941

(―) (―) (―) (　 　)

― ― 845

(―) (―) (―) (　 　)

― ― 128

(―) (―) (―) (　 　)

― ― 49

入学定員超過率 (―) (―) (―) (　 　)

Ｂ／Ａ ― ― 1.22

対象年度

学　年

[―] [―] [―] [　　 ]

― ― 49

[―] [―] [―] [　　 ]

― ― ―

[―] [―] [―] [　　 ]

― ― ―

[―] [―] [―] [　　 ]

― ― ―

[―] [―] [―] [　　 ]

― ― ―

　　　　ください。

Ｂ　 入学者数

1.22倍

志願者数

合格者数

Ａ　 入学定員

受験者数

　　　　「－」を記入してください。

（注）１　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）１　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。
　　　２　様式は，平成１９年度開設の場合（平成２２年度までの４年間）ですが，開設年度に合わせて作成し

　　　　い。）
　　　　てください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合には，欄を設けてくださ

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平均入学定員
超 過 率

平成１９年度 平成２２年度

調査対象学部等の
名称（学位）

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を備考欄に付記してください。 該当がない年には

備　　考平成２０年度 平成２１年度

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

備　　　　　考平成１９年度

　　　２　「平均入学定員超過率」欄には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ
　　　　さい。入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入し，平均

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

　　　３　定員を変更した場合は，備考欄に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してくだ
　　　　さい。

（注）１　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　入学定員超過率も同様の方法としてください。

１年次

２年次

３年次

４年次

計

今年度は平成２２年度
欄の記入は不要です。

今年度は平成２２年度
欄の記入は不要です。

2



[　　　] [　　　]

うち平成１９年度入学者 人 うち平成１９年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成１９年度入学者 人 うち平成１９年度 人

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

[　―　]
0

[　―　]
0

うち平成１９年度入学者 ―人 うち平成１９年度 ―人

うち平成２０年度入学者 ―人 うち平成２０年度 ―人

うち平成２１年度入学者 0人 うち平成２１年度 0人

[　　　] [　　　]

うち平成１９年度入学者 人 平成１９年度 人

うち平成２０年度入学者 人 平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 平成２２年度 人

計

[　　　％]
　　　 ％

（累積）計

（主な退学理由）

平成２０年度

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成１９年度

退学者数（ａ） 入学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合
（a/ｂ）

[　　　％]
　　　 ％

　　　　　　区　分

 対象年度

（主な退学理由）

[　　0％]
　　　0％

計 （累積）計

平成２１年度

（主な退学理由）

計 （累積）計

（主な退学理由）

[　　　％]
　　　 ％

（注）１　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　　　入学者（累積）で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第

　　　３　「主な退学理由」欄は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　１位までを記入してください。

　　　２　「入学者数に対する退学者数の割合」欄は，各対象年度における退学者数を開設年度から当該年度までの

計

平成２２年度

（累積）計

3



※演習

（１） 授業科目表

専任教員等の配置

必　修 選　択 自　由
科目区分

教　授 助　教准教授

２

２　授業科目の概要

＜保健学部　理学療法学科＞

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

助　手講　師

基
礎
分
野

人
間
科
学
系

哲学

芸術

1前・後

社会学

法学 1前 ２

1前・後 ２

心理学 1前 ２

平成21年4月から、履修機会を増やすためにク
ラス（授業コマ）を追加（21）担当　伊藤敦
司（兼担）→伊藤敦司（兼担）大山徹（兼
担）

２

生命倫理学 1後 ２

1前・後

社会福祉学 1前 ２

１前 ２

1後

１８

２

０ ０ ０ ０

倫理学

０ ０

職業適性論 1後 ２

発達心理学

数学 1前 ２

２

情報処理論

統計学 1後

小計（１０科目）

1後 ２

－ ２

１

物理学概論

基礎物理学 1前 １

基礎化学 1前 １

生化学概論 1後 ２

1後 ２

島幸夫兼担准教授の所属する学科において、
担当科目が増加したため、平成21年4月から担
当教員を変更（21）担当　島幸夫（兼担）→
手塚敏春（兼担）

基礎生物学 1前 １

蒲生忍兼担教授の所属する学科において、担当科目が
増加したため、平成21年4月から担当教員を変更
（21）担当　蒲生忍（兼担）→松本誠治（兼担）

生命科学概論 1前

００ １小計（９科目） －

2後 ２

２ １３

語
学
系

英語Ⅰ 1前 ２

自
然
科
学
系

０ ００

２

青木敬子兼任講師の出講日と、時間割編成の調整が不
可能となったため、平成21年4月から担当教員を変更
（21）担当　青木敬子（兼任）→中島康雄（兼任）

恒安眞佐講師が退職のため、平成21年4月から担当教
員を変更（21）担当　恒安眞佐（兼任）→中島康雄
（兼任）

英語Ⅱ 1後 ２

英語Ⅲ 2前 ２

医学英語 2後 ２

2前 ２

英語Ⅳ

１前・後
平成21年度より履修機会を増やすためにクラ
ス（授業コマ）を追加（21）

英会話

０ ０ ０ ０

日本語表現法 １前

小計（７科目） － ４ １０

２

０ ０

4



専任教員等の配置

必　修 選　択 自　由
科目区分

教　授 助　教准教授
授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

助　手講　師

教育効果をより高めるため、解剖学実習Ⅰと並行して
行うよう、平成21年度より開講学期を変更。

長谷川めぐみ兼担准教授の所属学科における担当科目
が増加したため、平成21年4月から担当教員を変更
（21）オムニバス

長谷川めぐみ（兼担）→長谷川留美（兼担）

長谷川めぐみ兼担准教授の所属学科における担当科目
が増加したため、平成21年4月から担当教員を変更
（21）

担当　長谷川めぐみ（兼担）→長谷川留美（兼担）

オムニバス

オムニバス

オムニバス

２

解剖学実習Ⅱ 2前

解剖学Ⅱ 2前

解剖学Ⅰ

１後

解剖学実習Ⅰ

１前

１1後 １

１

１

１

１

生理学Ⅰ 1前 ２

生理学Ⅱ 1後

病理学 2前

生理学実習 2前

人間発達学 2後 ２

１

１

１

１

リハビリテーション概論 1後 １

内科学Ⅰ 2前 ２

２

臨床心理学概論

内科学Ⅱ

１

外科学 2後 １

神経内科学

2後 ２

小児科学

精神医学 2前

2後 ２

１

2後

2前

２

２

脳神経外科学 2後

整形外科学 2前

2後 １

１

医療安全論 4後 １

リハビリテーション医学

感染症学 2前 １

栄養学 2前 １

薬理学 2前

免疫学 2後 １

１

小計（２５科目） － ２７ ６ １ ００ ３ １１

専
門
基
礎
分
野

医
学
系
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専任教員等の配置

必　修 選　択 自　由
科目区分

教　授 助　教准教授
授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

助　手講　師

オムニバス

オムニバス

オムニバス

オムニバス

誤表記

オムニバス

誤表記

1前

公衆衛生学Ⅰ 2前

産業保健学 2前

1前

保健学概論

２

教育効果を高めるため、平成21年度より履修者を少人
数グループに分け、各グループに担当教員を配置し
て、ディスカッションやグループワークなどを行う授
業形式（演習やオムニバス方式含む）に変更し、、各
領域の専門分野の担当教員を追加した。（21）
担当　岸邦和（兼担）→岸邦和（兼担）照屋浩司（兼
担）田島治（兼担）金子哲也（兼担）加藤英世（兼
担）大嶺智子（兼担）石井和夫（兼担）平岡厚（兼
担）小林博子（兼担）熊井利廣（兼担）長谷川めぐみ
（兼担）加藤誠久（兼担）島幸夫（兼担）朝野聡（兼
担）片桐朝美（兼担）関健介（兼担）松塚雅博（兼
担）出嶋優華（兼担）林幹泰（兼担）石野昌子（兼
担）

２

高齢保健学 1後 ２

地域保健学 2後

公衆衛生学Ⅱ

２

２

環境衛生工学 2後 ２

２

平成21年度より授業中の演習部分を充実させるため、
補助として助教を追加（21）
担当　大嶺智子（兼担）→大嶺智子（兼担）万年宏美
（兼担）※演習

2後

看護学 ２

心肺蘇生法及びAEDの使用方法について、より専門的
な教育を行うため、平成21年4月から担当教員を変更
（21）担当　和田貴子（兼担）→島﨑栄二（兼担）

救命救助法 1前 　 １

　

２

　 ０

労働衛生法規Ⅰ 2前

2前 　労働衛生法規Ⅱ

　 ２

０ ０ ０

小計（１１科目） － ０ ２１ ０ １１３

病態運動学

理学療法概論 1前

　

１ ２ ２

１

平成21年度より授業形式をオムニバス方式に変更し、
各領域の専門分野の担当教員を追加した。担当　潮見
泰藏（教授）→潮見泰藏（教授）八並光信（教授）中
野尚子（准教授）榎本雪江（准教授）

小計（６科目） －

運動学実習 2前

１運動学

2前

１ ０

理学療法用語論 １

３ １1後

１

平成21年度より授業形式をオムニバス方式に変更し、
各領域の専門分野の担当教員を追加した。担当　一場
友美（助教）→齋藤昭彦 （教授）潮見泰藏（教授）
八並光信（教授）一場友美（助教）

２

3前

２　

０

１

２

運動解剖学 １

２

１

０３ ４ ２

2後 １

３ ３

理学療法評価学Ⅱ

　

１3前

2前 １

２ ２ ２ ０

理学療法評価学Ⅰ 2後 １ 　

理学療法評価学概論

動作分析学

１

１

３

１

理学療法評価学実習 3前

１

１ ２

１

3後 　 １

３　

０２２０ １小計（５科目） － ４ １

基
礎
理
学
療
法
学
系

３

専
門
基
礎
分
野

専
門
分
野

理
学
療
法
評
価
学
系

保
健
学
・
衛
生
学
系
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専任教員等の配置

必　修 選　択 自　由
科目区分

教　授 助　教准教授
授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

助　手講　師

オムニバス

専
門
分
野

小計（２６科目）

運動療法学 3前

物理療法学実習 2前

　 　

１

２

理
学
療
法
治
療
学
系

理学療法治療学総論 3前

運動療法学実習 3前 １ 　

１

物理療法学Ⅰ 1前 １ 　

１ 　

３

　

２

　
平成21年度より授業形式をオムニバス方式に変更し、
各領域の専門分野の担当教員を追加した。担当　一場
友美（助教）→潮見泰藏（教授）八並光信（教授）齋
藤昭彦 （教授）一場友美（助教）村上幸士（助教）

１ 　

　

３

　

　

　

　

１ １ ２

０

２

　

平成21年度より授業形式をオムニバス方式に変更し、
各領域の専門分野の担当教員を追加した。担当　村上
幸士（助教）→潮見泰藏（教授）八並光信（教授）齋
藤昭彦 （教授）橋立博幸（講師）村上幸士（助教）
一場友美（助教）

２１

０

　

１

物理療法学Ⅱ 1後 １ 　

　

義肢学 3後 １

１

０

義肢学実習 3後 １

１ １ ２

装具学 3前 １

１

装具学実習 3前 １

１ １

日常生活技術学 3前 １ 　

１

日常生活技術学実習 3後 １ 　

１ １

運動器障害系理学療法学Ⅰ 3前 １ 　

１

運動器障害系理学療法学Ⅱ 3後 １

２ １ ３

神経障害系理学療法学Ⅰ 3前 １

１

神経障害系理学療法学Ⅱ 3後 １

１

内部障害系理学療法学Ⅰ 3前 １

１

内部障害系理学療法学Ⅱ 3後 １

１

小児理学療法学 3前 １

１

高次脳機能障害学 4後 　 １

１

高齢者理学療法学 3後 　 １

１

急性期理学療法学 3後 　 １

１

スポーツ障害理学療法学 4後 　 １

１

マニュアルセラピー 4後 　 １

１

プロフェッショナルスキル 3通 ４

１

クリニカルリーズニング 4後 １

１

－ ２３ ７ ０

３ ３ ２ ３

０ １１

１

１

１地
域
理
学
療
法
学
系

生活環境学 3後 １

２

小計（３科目） － ３

地域理学療法学 １

３ ３ ２ ３ ０

3前

理学療法国際事情 4後 １

3後

臨
床
実
習
系

見学実習 1前 １

１ ０ ０ ０

評価実習Ⅰ 2後 ２ ２ ２

３ １

３ ３

３

３

３

３ ２

２

小計（４科目）

総合臨床実習 4前 １４

評価実習Ⅱ ３

２１ ０

３

０

４

０－ ３ ２ ３３

専
門
分
野
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専任教員等の配置

必　修 選　択 自　由
科目区分

教　授 助　教准教授
授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

助　手講　師

保健衛生学関係

卒業要件：４年以上在学し１２５単位以上を修得しなければならない。 ２期

履修方法： １５週

科目区分[人間科学系]より必修2単位を含めて8単位以上 ９０分

科目区分[自然科学系]より必修2単位を含めて6単位以上

科目区分[語学系]より必修4単位を含めて8単位以上

科目区分[医学系]より必修27単位を含めて30単位以上

科目区分[保健学・衛生学系]より4単位以上

科目区分[専門分野」より必修62単位を含めて69単位以上

専
門
分
野

　

応用理学療法学 4後

１理学療法特論Ⅰ 3前 　

理学療法特論Ⅱ 3後

１

１ １

１

２

4通 ２

４

１

３

１　 １

2前 １

３

　

３

総
合
領
域 特別講義Ⅰ

４

１

１

理学療法研究法 4後

特別講義Ⅱ

小計（８科目） － ８ ６

4前

－

０

３ ３

３

基礎ゼミ

３

卒業研究 ３

3通

０２

学位又は称号

９７ ８７ ０

学士（理学療法学）

合計（１１４科目） ０

授業期間等

４３ ３

学位又は学科の分野

科目 科目

56

選　択

58

（２） 授業科目数

必　修

変　　更　　状　　況

計
備　　　　　　　　考

届　出　時　の　計　画

選　択 自　由

[　　　][　　　]

―

[　　　] [　　　]

114

科目

―

科目科目 科目 科目 科目

0

必　修

――

自　由 計

１学年の学期区分

１学期の授業期間

卒業要件及び履修方法

４

３

１時限の授業時間
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１

２ 無し

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２ 無し

３

　　　　授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　　に記入してください。

（３） 未開講科目

（４） 廃止科目

　　　　以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　知方法」を記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（６） 「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

　　　　る（資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，

未開講科目と廃止科目の計

届出時の計画の授業科目数の計
＝ 無し

（注）１　「(１)　授業科目表」は，設置届出書の様式第２号（その２）に準じて作成してください。

　　　　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　６　「(６)　「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合」は，小数点

　　　　［　］内に届出時の計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　２　「(２)　授業科目数」は，未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入す

　　　５　「(５)　授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」」欄には，

　　　３　「(３)　未開講科目」は，届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らか
　　　　の理由で未開講となっている授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的

　　　４　「(４)　廃止科目」は，届出時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した

無し
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備考

大学全体

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

共用する他の
学校等の専用

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用 計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 136,727.16　㎡ ―　　　　㎡ ―　　　　㎡ 136,727.16　㎡

運動場用地 14,570.00　㎡ ―　　　　㎡ ―　　　　㎡ 14,570.00　㎡

小　　　計 151,297.16　㎡ ―　　　　㎡ ―　　　　㎡ 151,297.16　㎡

合　　　計 186,247.81　㎡ ―　　　　㎡ ―　　　　㎡

そ　の　他 34,950.65　㎡ ―　　　　㎡ ―　　　　㎡ 34,950.65　㎡

186,247.81　㎡

計

74,221.81　㎡ ―　　　　㎡ ―　　　　㎡ 74,221.81　㎡

（補助職員　　人） （補助職員　　人）

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

90室 105室 35室

(２) 校　　　　　舎

（74,221.81㎡） （　　　　―　　　㎡） （　　　　―　　　㎡） （74,221.81㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 語学学習施設情報処理学習施設

9室

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

保健学部　理学療法学科 11 室

4室

視聴覚資料

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

保健学部
95,516〔30,464〕 1,609〔286〕　

機械・器具 標　　本

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

（　0　） （　0　）2,958

点 点 点

2,958 0 0

計
95,516〔30,464〕 1,609〔286〕　 22〔22〕　

22〔22〕　

（95,516〔30,464〕） （1,609〔286〕） （　　22〔22〕）

0

（95,516〔30,464〕） （1,609〔286〕） （　　22〔22〕） 2,958 （　0　） （　0　）

2,958 0

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数

経費の
見積り

図書購入費

区　　　　分 開設年度

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積

10,955千円

5342.13㎡ 681 439,225

体育館以外のスポーツ施設の概要

12,894.53㎡ 野球場一面　ﾃﾆｽｺｰﾄ8面　弓道場1　アーチェリー練習場1

(８) 教員１人当り研究費等 1,048千円 1,101千円

千円

第２年次 第３年次

（注）１　届出時の計画を設置届出書の様式第２号（その１）に準じて作成してください。

経 費 の見
積 り 及び
維 持 方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 183,185千円 92,549千円

10,153千円

完成年度 区　　分

第６年次

1,900千円 1,650千円 1,650千円 1,650千円

学生１人当り
納付金

　　　２　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を備考欄に記入してください。

私立大学等経常費補助金収入、手数料収入等を充当する。学生納付金以外の維持方法の概要

88,169千円

第１年次

千円

0千円 設備購入費0千円

完成年度

大学全体

大学全体

図書費には、電子
ジャーナル・デー
タベースの整備費
（運用コスト含
む）を含む。

収 納 可 能 冊 数

10,955千円

開設前年度 開設年度

第４年次 第５年次
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍
人

医学部

　医学科 6 105 ― 555 学士
(医学)

1.00 S45年度
東京都三鷹市新川
6丁目20番2号

保健学部

　臨床検査技術学科 4 80
2年次 6
3年次 4 336 学士

(保健衛生学)
1.22 S54年度

東京都八王子市
宮下町476番地

　健康福祉学科 4 40
2年次 6
3年次 4 206 学士

(保健衛生学)
1.27 S54年度

東京都八王子市
宮下町476番地

　看護学科 4 100
2年次 2
3年次 8 372 学士

(看護学)
1.14 H 6年度

東京都三鷹市新川
6丁目20番2号

　臨床工学科 4 40 ― 160 学士
(臨床工学)

1.27 H18年度
東京都八王子市
宮下町476番地

　救急救命学科 4 40 3年次 5 125 学士
(救急救命学)

1.21 H19年度
東京都八王子市
宮下町476番地

　理学療法学科 4 40 ― 40 学士
(理学療法学)

1.22 H21年度
東京都八王子市
宮下町476番地

総合政策学部

　総合政策学科 4 170 3年次10 750 学士
(総合政策学)

1.23 H14年度
東京都八王子市
宮下町476番地

　企業経営学科 4 100 3年次 5 485 学士
(企業経営学)

1.07 H18年度
東京都八王子市
宮下町476番地

外国語学部

　英語学科 4 110 3年次 5 460 学士
(文学)

1.10 H18年度
東京都八王子市
宮下町476番地

　中国語・日本語学科 4 40 3年次13 273 学士
(文学)

0.71 H18年度
東京都八王子市
宮下町476番地

　応用ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 110 3年次 5 465 学士
(文学)

1.03 H18年度
東京都八王子市
宮下町476番地

（注）１　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，すでに設置している大学の学部，学部
　　　　の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等専門学校ごとに，

４　既設大学等の状況

　杏　林　大　学

　　　　いて専攻課程を設置している場合には，専攻課程）の記載は不要です。
　　　４　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，備考欄に「平成○年
　　　　より学生募集停止」と記入してください。

　　　　状況を記入してください。
　　　　（大学院及び短期大学の専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）
　　　２　設置届出書の様式第２号（その１）に準じて作成してください。
　　　３　「定員超過率」欄には，過去標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の
　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置して
　　　　いる場合には，専攻課程）単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科（短期大学にお
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平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

　

備　　考
就任予定年月

の別　

専任

運動器障害系理学療法学Ⅰ

高齢者理学療法学

理学療法用語論

変　　更　　状　　況

（１） 担当教員表

届　出　時　の　計　画

担当授業科目名

５　教員組織の状況

の別　

専任・

＜保健学部　理学療法学科＞

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

教授
サイトウ　アキヒコ

齋藤　昭彦
（48）

平成２１年４月

リハビリテーション概論※

職名
氏　　名
（年　齢）

運動器障害系理学療法学Ⅱ

マニュアルセラピー

プロフェッショナルスキル

クリニカルリーズニング

理学療法国際事情　

見学実習

評価実習Ⅰ

総合臨床実習

評価実習Ⅱ

卒業研究

基礎ゼミ

物理療法学Ⅰ※

物理療法学Ⅱ※

運動学※

理学療法概論

兼担 教授
ヤツナミ　ミツノブ

八並　光信
(50)

平成21年４月

平成21年４月

兼担

リハビリテーション概論※

准教授

エノモト　ユキエ

榎本　雪江
(40)

平成21年４月

平成21年4月から、授業形式をオ
ムニバス方式に変更し、各領域の
専門分野の担当教員を追加した。
(21)

理学療法概論※
専 教授

シオミ　タイゾウ

潮見　泰藏
(53)

平成2１年４月
兼担 准教授

ナカノ　ヒサコ

中野　尚子
(52)
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備　　考
就任予定年月

の別　

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画

担当授業科目名

の別　

専任・専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
職名

氏　　名
（年　齢）

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

理学療法評価学概論

理学療法治療学総論

総合臨床実習

神経障害系理学療法学Ⅰ

見学実習

神経障害系理学療法学Ⅱ

評価実習Ⅰ

プロフェッショナルスキル

評価実習Ⅱ

基礎ゼミ

理学療法特論Ⅰ

卒業研究

特別講義Ⅱ

物理療法学Ⅰ※

運動学※

物理療法学Ⅱ※

専 教授
シオミ　タイゾウ

潮見　泰藏
(53)

平成21年4月

専 教授
フジイ　マサヒコ

藤井　雅彦
（57）

平成2１年４月

急性期理学療法学

病理学

高次脳機能障害学

ヤツナミ　ミツノブ

八並　光信
（50）

平成2１年４月

評価実習Ⅰ

運動療法学※

内部障害系理学療法学Ⅱ

運動療法学実習

見学実習

プロフェッショナルスキル

総合臨床実習

評価実習Ⅱ

基礎ゼミ

理学療法特論Ⅱ

理学療法研究法

運動学※

理学療法概論※

卒業研究

物理療法学Ⅱ※

物理療法学Ⅰ※

専 教授

13



備　　考
就任予定年月

の別　

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画

担当授業科目名

の別　

専任・専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
職名

氏　　名
（年　齢）

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

専 准教授

日常生活技術学

物理療法学実習

日常生活技術学実習

エノモト　ユキエ

榎本　雪絵
（40）

平成2１年４月

理学療法評価学実習

プロフェッショナルスキル

評価実習Ⅱ

地域理学療法学

生活環境学

評価実習Ⅰ

総合臨床実習

見学実習

応用理学療法学

卒業研究

基礎ゼミ

動作分析学

理学療法概論※

義肢学実習

運動学実習

運動解剖学

運動療法学実習

義肢学

専 准教授

キン　ショウカク

金　承革
（41）

平成２２年４月
装具学

プロフェッショナルスキル

装具学実習

評価実習Ⅰ

評価実習Ⅱ

基礎ゼミ

総合臨床実習

卒業研究

人間発達学

運動学実習

小児理学療法学

日常生活技術学実習

理学療法評価学Ⅱ

評価実習Ⅰ

プロフェッショナルスキル

専 准教授

ナカノ　ヒサコ

中野　尚子
（52）

平成２１年４月

総合臨床実習

評価実習Ⅱ

運動学実習

基礎ゼミ

運動療法学実習

理学療法評価学実習

卒業研究

理学療法概論※

スポーツ障害理学療法学

病態運動学

運動療法学※

専 講師
クラバヤシ　ジュン

倉林　準
（38）

平成２２年4月
プロフェッショナルスキル

評価実習Ⅱ

評価実習Ⅰ

卒業研究

基礎ゼミ

総合臨床実習
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備　　考
就任予定年月

の別　

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画

担当授業科目名

の別　

専任・専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
職名

氏　　名
（年　齢）

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

運動学※

物理療法学Ⅰ※

平成21年4月から、授業形式をオ
ムニバス方式に変更し、各領域の
専門分野の担当教員を追加した。
(21)

運動学実習

総合臨床実習

理学療法評価学Ⅰ

運動療法学実習

理学療法評価学実習

卒業研究

基礎ゼミ

専 講師
ハシダテ　ヒロユキ

橋立　博幸
（31）

平成２２年４月 プロフェッショナルスキル

日常生活技術学実習

物理療法学実習

評価実習Ⅱ

評価実習Ⅰ

専 講師
ヤマモト　ヒロシ

山本　寛
（53）

平成２１年４月

解剖学実習Ⅰ

解剖学実習Ⅱ

平成21年４月

専 助教
イチバ　トモミ

一場　友実
（31）

平成２１年４月

運動学

専

専

教授
サイトウアキヒコ

齋藤　昭彦
(48)

平成21年４月専

平成21年４月教授
シオミ　タイゾウ

潮見　泰藏
(53)

教授
ヤツナミ　ミツノブ

八並　光信
(50)

平成21年４月

運動学実習

物理療法学Ⅰ

専 平成21年４月教授
サイトウアキヒコ

齋藤　昭彦
(48)

専 教授
シオミ　タイゾウ

潮見　泰藏
(53)

理学療法評価学実習

平成21年４月専 教授
ヤツナミ　ミツノブ

八並　光信
(50)

平成21年４月専 助教
ムラカミ　タカシ

村上　幸士
(32)

物理療法学実習

日常生活技術学実習

プロフェッショナルスキル

評価実習Ⅰ

総合臨床実習

評価実習Ⅱ

卒業研究

基礎ゼミ

物理療法学Ⅱ※

解剖学実習Ⅱ

解剖学実習Ⅰ

情報処理論

専 助教
オオコウド　ミツアキ

大河戸　光章
（39）

平成２１年４月

平成21年4月から、授業形式をオ
ムニバス方式に変更し、各領域の
専門分野の担当教員を追加した。
(21)
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備　　考
就任予定年月

の別　

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画

担当授業科目名

の別　

専任・専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
職名

氏　　名
（年　齢）

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

物理療法学Ⅱ※

平成21年4月から、授業形式をオ
ムニバス方式に変更し、各領域の
専門分野の担当教員を追加した。
(21)

理学療法評価学実習

運動学実習

専

物理療法学Ⅱ

専

専 助教
ムラカミ　タカシ

村上　幸士
（32）

平成２１年４月

平成21年４月

運動療法学実習

シオミ　タイゾウ

潮見　泰藏
(53)

平成21年４月教授
サイトウ　アキヒコ

齋藤　昭彦
(48)

専 教授

平成21年４月専 教授
ヤツナミ　ミツノブ

八並　光信
(50)

平成21年４月

物理療法学実習

講師
ハシダテ　ヒロユキ

橋立　博幸
(31)

専 助教

日常生活技術学実習

平成21年４月
イチバ　トモミ

一場　友実
(31)

義肢学実習

プロフェッショナルスキル

総合臨床実習

評価実習Ⅰ

評価実習Ⅱ

基礎ゼミ

物理療法学Ⅰ※

卒業研究

理学療法評価学実習

装具学実習

内部障害系理学療法学Ⅰ

日常生活技術学実習

運動療法学実習

専 助教
モンマ　ヒロシ

門馬　博
（28）

平成２３年４月

プロフェッショナルスキル

評価実習Ⅱ

総合臨床実習

基礎ゼミ

卒業研究

労働衛生法規Ⅱ
兼担 教授

アクザワ　トシアキ

阿久澤　利明
（58）

平成２１年４月

薬理学

職業適性論※

兼担 教授
イシイ　カズオ

石井　和夫
（55）

平成２１年４月

保健学概論※

兼担 教授
イシヤマ　ヨウジ

石山　陽事
（68）

平成２１年４月
生理学Ⅱ※

職業適性論※

兼担 教授
オオタキ　ジュンイチ

大瀧　純一
（58）

平成２１年４月

外科学

精神医学

臨床心理学概論
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備　　考
就任予定年月

の別　

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画

担当授業科目名

の別　

専任・専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
職名

氏　　名
（年　齢）

平成21年4月から、授業中の演習部分を充実

させるため、補助として助教を追加(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

公衆衛生学Ⅰ※

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

蒲生忍兼担教授が所属する学科にお

いて、担当科目が増加したため、

平成21年4月より担当教員を変更(21)

看護学

平成21年4月から、教育効果を高
めるため、履修者を少人数グルー
プに分け、各グループに担当教員
を配置して、ディスカッションや
グループワークなどを行う授業形
式（演習やオムニバス方式含む）
に変更し、各領域の専門分野の担
当教員を追加した。(21)

保健学概論※

公衆衛生学Ⅰ※

看護学
兼担

兼担 教授
オオミネ　トモコ

大嶺　智子
（51）

平成２１年４月

マンネン　ヒロミ

万年　宏美
(27)

保健学概論※

平成21年４月助教

兼担 教授
カトウ　ヒデヨ

加藤　英世
（55）

平成２１年４月

兼担 教授
オカジマ　ヤストモ

岡島　康友
（53）

平成２１年４月
リハビリテーション医学

産業保健学※

環境衛生工学

公衆衛生学Ⅱ※

保健学概論※

保健学概論※

労働衛生法規Ⅰ※

兼担 教授
カワスミ　イワオ

川澄　岩雄
（57）

平成２１年４月

兼担 教授
カネコ　テツヤ

金子　哲也
（57）

平成２１年４月

物理学概論

基礎物理学

兼担 教授 平成２１年４月
医療安全論カワムラ　ハルコ

川村　治子
（56）

内科学Ⅱ

兼担 教授
ガモウ　シノブ

蒲生　忍
（58）

平成２１年４月 生命科学概論平成21年４月生命科学概論

兼担

平成21年４月

テルヤ　コウジ

照屋　浩司
(50)

平成21年４月

平成21年４月

マツモト　セイジ

松本　誠治
(61)

公衆衛生学Ⅱ※

高齢保健学

兼担

カネコ　テツヤ

金子　哲也
(57)

兼担 講師

教授
オオミネ　トモコ

大嶺　智子
(51)

兼担

兼担 教授

平成21年４月兼担 教授
カトウ　ヒデヨ

加藤　英世
(55)

准教授兼担

兼担 教授
タジマ オサム

田島　治
(59)

平成21年４月

教授

コバヤシ　ヒロコ

小林　博子
(47)

平成21年４月

ヒラオカ　アツシ

平岡　厚
(60)

平成21年４月兼担 准教授

平成21年４月

教授
イシイ　カズオ

石井　和夫
(55)

クマイ　トシヒロ

熊井　利廣
(58)

平成21年４月

平成21年４月

兼担 准教授

兼担

兼担 教授
キシ　クニカズ

岸　邦和
（62）

平成２１年４月 保健学概論

准教授

ハセガワ　メグミ

長谷川　めぐみ

(52)
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備　　考
就任予定年月

の別　

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画

担当授業科目名

の別　

専任・専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
職名

氏　　名
（年　齢）

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、教育効果を高
めるため、履修者を少人数グルー
プに分け、各グループに担当教員
を配置して、ディスカッションや
グループワークなどを行う授業形
式（演習やオムニバス方式含む）
に変更し、各領域の専門分野の担
当教員を追加した。(21)

保健学概論※

シマヅ　ヒデアキ

嶋津　秀昭
（57）

平成２１年４月

ソエジマ　アキノリ

副島　昭典
（57）

兼担

平成21年４月

平成21年４月

シマ　ユキオ

島　幸夫
(48)

平成21年４月

平成21年４月

兼担

学内講師

マツヅカ　マサヒロ

松塚　雅博
(56)

カトウ　トモヒサ

加藤　誠久
(56)

准教授

准教授

保健学概論

兼担 学内講師

平成21年４月

平成21年４月

平成21年４月

平成21年４月

平成21年４月

学内講師

イシノ　アキコ

石野　晶子
(33)

公衆衛生学Ⅰ※

公衆衛生学Ⅱ※

兼担 教授
コイケ　ヒデミ

小池　秀海
（60）

平成２１年４月

兼担

兼担

ハヤシ　ミキヒロ

林　幹泰
(37)

兼担

兼担 教授
コニシ　ヨシフミ

小西　善史
（58）

平成２１年４月

神経内科学

脳神経外科学

社会福祉学※

兼担 教授
サトウ　ヨシノブ

佐藤　喜宣
（59）

平成２１年４月

生理学Ⅰ※

生理学実習

兼担 教授 平成２１年４月

兼担 教授

内科学Ⅰ※

解剖学Ⅱ※

医学英語

解剖学実習Ⅱ

解剖学Ⅰ※

解剖学実習Ⅰ

タグチ　ハルヒコ

田口　晴彦
（50）

平成２１年４月

タカミ　シゲル

高見　茂
（50）

平成２１年４月

兼担 教授

特別講義Ⅰ

兼担 教授

免疫学

兼担 教授
タケダ　コウイチ

武田　耕一
（64）

平成２１年４月
職業適性論※

公衆衛生学Ⅰ※

兼担 教授
タジマ　オサム

田島　治
（59）

平成２１年４月

保健学概論※

兼担 教授
テルヤ　コウジ

照屋　浩司
（50）

平成２１年４月

職業適性論※

公衆衛生学Ⅰ※

産業保健学※

保健学概論※

公衆衛生学Ⅱ※

教授兼担

講師
アサノ　サトシ

朝野聡
(50)

学内講師

セキ　ケンスケ

関　健介
(37)

兼担 講師
カタギリ　トモミ

片桐　朝美
(37)

キシ　クニカズ

岸　邦和
（62）

平成２１年４月

兼担 学内講師

デジマ　ユウカ

出嶋　優華
(40)

兼担
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備　　考
就任予定年月

の別　

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画

担当授業科目名

の別　

専任・専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
職名

氏　　名
（年　齢）

心肺蘇生法及びAEDの使用方法について、

より専門的な教育を行うため、

平成21年4月から担当教員を変更（21）

平成21年4月から、履修機会を増やす

ためにクラス（授業コマ）を追加(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

島幸夫兼担准教授が所属する学科に

おいて、担当科目が増加したため、

平成21年4月より担当教員を変更(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から昇任のため職名変更（21）

所属学科における担当科目が増加したため、

平成21年4月から担当教員を変更（21）

所属学科における担当科目が増加したため、

平成21年4月から担当教員を変更（21）

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

地域保健学
兼担 教授

ノヤマ　オサム

野山　治
（60）

平成２１年４月

兼担 教授
モリタ　コウジ

森田　耕司
（54）

平成２１年４月

内科学Ⅰ※

感染症学

兼担 教授
ワダ　タカコ

和田　貴子
（58）

平成２１年４月

兼担 教授
ヨツクラ　マサユキ

四倉　正之
（54）

平成２１年４月

平成21年４月 救命救助法教授
シマザキ　エイジ

島﨑　栄二
(50)

基礎生物学

救命救助法 兼担

兼担 准教授

兼担 准教授

アイソ　トシコ

相磯　聡子
（47）

平成２１年４月

イトウ　アツシ

伊藤　敦司
（48）

平成２１年４月

オカダ　ヨウジ

岡田　洋二
（46）

平成２１年４月兼担 准教授

平成21年４月 法学

基礎化学

保健学概論※

准教授

オオヤマ　トオル

大山　徹
(37)

法学 兼担

統計学

兼担 准教授

カトウ　トモヒサ

加藤　誠久
（56）

平成２１年４月

数学

公衆衛生学Ⅱ※

社会福祉学※

兼担 准教授

クマイ　トシヒロ

熊井　利廣
（58）

平成２１年４月

整形外科学

保健学概論※

兼担 准教授

コタニ　アキヒロ

小谷　明弘
（50）

平成２１年４月

生理学Ⅰ※

保健学概論※

生理学実習

講師
テヅカ　トシハル

手塚　敏春
(61)

平成21年４月 生化学概論生化学概論 兼担

兼担 准教授

コバヤシ　ヒロコ

小林　博子
（47）

平成２１年４月

兼担 准教授

シマ　ユキオ

島　幸夫
（48）

平成２１年４月

保健学概論※

心理学

発達心理学

兼担

兼担 准教授

シモジマ　ユミ

下島　裕美
（39）

教授

平成２１年４月

准教授

デジマ　ヤスシ

出嶋　靖志
（48）

平成２１年４月

兼担 准教授

ハセガワ　メグミ

長谷川　めぐみ
（52）

平成２１年４月

公衆衛生学Ⅰ※

解剖学Ⅱ※

解剖学Ⅰ※
助教 解剖学Ⅰ※

解剖学実習Ⅰ
解剖学実習Ⅰ

平成21年４月
ハセガワ　ルミ

長谷川　瑠美
(30)

解剖学実習Ⅱ

ハセガワ　ルミ

長谷川　瑠美
(30)

平成21年４月兼担

兼担

助教

公衆衛生学Ⅰ※

栄養学

保健学概論※
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備　　考
就任予定年月

の別　

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画

担当授業科目名

の別　

専任・専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
職名

氏　　名
（年　齢）

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

長谷川めぐみ兼担准教授が所属する学科

において、担当科目が増加したため、

平成21年4月より担当教員を変更(21)

長谷川めぐみ兼担准教授が所属する学科

において、担当科目が増加したため、

平成21年4月より担当教員を変更(21)

平成21年4月から、授業形式をオムニバス

方式に変更し、専門領域の担当教員

として科目を追加した。(21)

平成２１年４月

フカサワ　マサトミ

深澤　政富
（66）

セノ　シンイチロウ

瀬野　晋一郎
（27）

兼担 准教授

マツムラ　サクラコ

松村　桜子
（41）

平成２１年４月

小児科学

兼担 准教授

ミタニ　ヒロコ

三谷　博子
（54）

平成２１年４月

生理学Ⅱ※

公衆衛生学Ⅱ※

兼担 講師
アサノ　サトシ

朝野　聡
（50）

平成２１年４月

保健学概論※

英語Ⅳ

救命救助法

兼担 講師
クラバヤシ　ヒデオ

倉林　秀夫
（32）

平成２１年４月

平成２１年４月兼担 講師

解剖学Ⅱ※

兼担 講師
ヤマキ　アキコ

八巻　明子
（39）

平成２１年４月 解剖学実習Ⅰ

解剖学Ⅰ※

解剖学実習Ⅱ

特別講義Ⅰ

兼担 助教
オオモリ　タダヨシ

大森　忠義
（61）

平成２１年４月

救命救助法

兼担 助教
コヤマ　シゲキ

小山　茂樹
（58）

平成２１年４月

特別講義Ⅰ

解剖学実習Ⅰ

解剖学実習Ⅱ

労働衛生法規Ⅰ※
兼担 助教

セキ　ケンスケ

関　健介
（37）

平成２１年４月

産業保健学※

環境衛生工学

保健学概論※

生理学実習

解剖学Ⅰ※

特別講義Ⅰ

兼担 助教

兼担 助教
ハセガワ　ルミ

長谷川　瑠美
（30）

平成２１年４月

解剖学実習Ⅰ

兼担 助教
ババ　ミチオ

馬場　道夫
（63）

平成２１年４月

救命救助法

兼担 助教
ハヤシ　ミキヒロ

林　幹泰
（37）

平成２１年４月

社会福祉学※

公衆衛生学Ⅱ

保健学概論※
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備　　考
就任予定年月

の別　

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画

担当授業科目名

の別　

専任・専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
職名

氏　　名
（年　齢）

平成21年4月から昇任のため職名変更（21）

青木敬子兼任講師の出講日と時間割編成

の調整が不可能となったため、

平成21年4月から担当教員を変更（21)

恒安眞佐兼任講師が退職のため、

平成21年4月より担当教員を変更(21)

平成21年4月から、履修機会を

増やすためにクラス（授業コマ）

を追加（21）

解剖学実習Ⅰ

兼担 助教
モロイ　カズマサ

諸井　和正
（58）

平成２１年４月

特別講義Ⅰ

解剖学実習Ⅱ

兼担 助教

兼担 助教
ワタナベ　アツシ

渡辺　篤志
（36）

ヤギハシ　ヒロトシ

八木橋　宏勇
（29）

平成２１年４月

平成２１年４月

生理学実習

英語Ⅲ

講師

　兼任　講師
アオキ　ケイコ

青木　敬子
（44）

　兼任　講師
オオイシ　マナブ

大石　学
（43）

兼任 英語Ⅱ平成21年４月
ナカジマ　ヤスオ

中島　康雄
(49)

平成２１年４月

生命倫理学

英語Ⅱ

哲学

平成２１年４月

講師

倫理学

　兼任　講師
カサハラ　ヤスシ

笠原　靖
（67）

平成２１年４月

職業適性論※

英語Ⅰ
兼任 講師 平成21年４月 英語Ⅰ

ナカジマ　ヤスオ

中島　康雄
(49)

　兼任　
ハンヤ　ノブヒコ

半谷　進彦
（67）

平成２１年４月

日本語表現法

講師

　兼任　講師
ツネヤス　マサ

恒安　眞佐
（34）

平成２１年４月

　兼任　講師
ホンダ　チエ

本多　千恵
（50）

平成２１年４月

社会学

　兼任　講師
ヨネダ　カオリ

米田　かおり
（45）

平成２１年４月

芸術

講師

ロバート　スチュアート

ヨダー

ロバート　スチュ
アート　ヨダー

（61）

平成２１年４月

英会話

　兼任　

講　師 助　手 教　授 准教授

（２） 専任教員数

備　　　　　考
教　授 准教授 計

14 0 4 4

専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

014

［　0　］

（３） 専任教員辞任等の理由

（　4　） （　2　） （　1　） （  3  ）

１ 無し

［　0　］ ［　0　］

３

番　号 職　位

２

［　0　］（  10  ） (  0  )

4 3 3 4

［　0　］ ［　0　］

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

33

助　手助　教 計 講　師 助　教
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　専任教員の交代は、現時点では発生していない。従って、履修に対する影響も出ていないが、届出時に

　専任教員が一人で授業を実施する計画であった科目のうち、理学療法概論、運動学、物理療法学Ⅰ、

　物理療法学Ⅱの４科目について、より専門的で充実した内容の授業を実施するため、授業の開講形式を

　オムニバス方式に変更し、各分野における専門性の高い専任教員を担当教員として追加した。これらの

　担当教員の追加は、シラバスに記載しており、学生への周知は十分になされている。

（注）１　「(１)　担当教員表」は，設置届出書の様式第３号（その１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目

　　　　を担当する教員組織に所属している場合は，〈表題〉を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　２　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　３　辞任者は「備考」欄に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　４　年齢は，就任年度に関わりなく，「届出時の計画」欄には，開設時現在の満年齢を，「変更状況」欄

　　　　には，平成２１年５月１日現在の満年齢を記入してください。

　　　５　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は

　　　　「昇格」をいう。）は，変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は

　　　　「後任未定」及び今後の採用計画を「備考」欄に記入してください。

　　　６　「(２)　教員数」の「届出時の計画」欄には，完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時

　　　　の状況を記入し，「変更状況」欄には，平成２１年５月１日現在（就任年月に達していない者を含む）

　　　　の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の計画との増減数を記入してください。

　　　　（記入例：１名減の場合：△１）

　　　７　「(３)　専任教員辞任等の理由」欄には，届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可

　　　　能な限り具体的に記入してください。

　　　８　「(４)　専任教員交代に係る大学の所見」欄には，専任教員交代に係る学生の履修等への影響に関す

　　　　る「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。
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届　出　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　施設・設備 ①　学生の利便性及び修学環境をより良いものに改善する

　a 基礎医学実習室１（134㎡） 　ため、基礎医学実習室各室の、位置（レイアウト）を変

　b 基礎医学実習室２（134㎡） 　更した。また、基礎医学実習室１及び２については、当

　c 基礎医学実習室３（139㎡） 　該レイアウト変更に伴い、それぞれ６㎡ずつ面積が増加

　した。なお、当該変更については、事前に文部科学省高

　等教育局高等教育企画課大学設置室及び文部科学省高等

　教育局医学教育課へ確認し、医学教育課あてに変更承認

　申請書を提出済みである。レイアウト変更工事は、６月

　下旬から８月下旬頃までに完了し、後期の授業開始まで

　に間に合う予定で進行している。

　a 基礎医学実習室１（140㎡）

　b 基礎医学実習室２（140㎡）

　c 基礎医学実習室３（139㎡）

６　その他全般的事項

＜保健学部　理学療法学科＞

（１） 設置計画変更事項等
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　ｃ　委員会の審議事項等

　　③授業評価アンケート結果の優良者を学科ごとに選定し、その教員の授業を全教員に見学するよう求め、見学後、

　　④教員評価

　ｂ　実施方法

　　①外部講師を招き、授業方法改善の取り組みについての講演会を実施した。

　　②学生による授業評価アンケートを毎学期実施している。結果は教員へフィードバックし、ホームページにも

　　　制度に関する事項、学部運営に関する事項、予算に関する事項、将来構想に関する事項、

　　　ＦＤに関する事項、について審議している。

　ａ　委員会の設置状況

　　　常置委員会の中に運営委員会を設置し、その中でＦＤ委員会を設置している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　運営委員会は、毎月１回開催し、学部長、教務部長、学生部長、その他の委員（教員）８名で構成している。

　　　授業改善策に関するレポートを提出させている。また、授業実施教員との討論会も実施している。

②　実施状況　※実施されている取組を全て記載すること。

　ａ　実施内容

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　　①授業方法についての研究会（外部講師による講演会等）

　　②授業評価アンケート

　　③教員相互の授業参観

　　　掲載している。

　　②授業評価アンケートは、学期ごとに、原則として全授業で実施している。

　　③年１回、授業見学を実施している。多数の教員が授業見学及び討論会に参加している。

　　④年１回、全教員が自己評価を行い、評価委員の面接を受けている。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　各教員へフィードバックする授業評価アンケート結果や、講演会、授業見学、討論会などで得た知見をもとに、

　　　各教員が自ら授業改善策を検討し、実際の授業で実践している。

　　④評価シート様式を作成し、その様式に基づき各教員が自己評価を行い、評価結果を提出させ、評価委員による

　　　面接を実施している。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　①講演は、年に数回実施しており、多数の教員が参加している。
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①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

（３） 自己点検・評価等に関する事項

　　・平成２０年度に財団法人大学基準協会の認証評価を受けたところであり、次回７年以内に評価を受けるべく、今

　　医療人としての倫理観に裏付けされた、豊かな人間性と理学療法に関する高度な知識、技術を備え、障害の機能

　　回復だけでなく、地域医療や福祉の場における健康の維持増進など、幅広い領域において貢献できる人材を養成

　　することを目的に、本年４月に第一期生となる４９名の入学者を迎えた。目的の達成に向けて、臨床経験豊かな

　　教員を専任教員として採用し、担任制を敷くことにより、学生一人一人に対する、きめ細かな教育を実践してい

　ｂ　公表方法

②　自己点検・評価報告書

　　　後検討を行っていく。

　　る。また、より良い学習環境の整備を常に検討し、教室や実習室、図書館等のインフラ整備（充実）を随時行っ

　　ており、学習効果を高めている。

③　認証評価を受ける計画

　ａ　公表（予定）時期

　　・年１回公表している。（例年２月頃）

　　・杏林大学の現況（自己点検・自己評価のためのデータブック）を年１回刊行し、監督官庁をはじめ他大学等に配

　　　布している。また、大学ホームページ上でも公開している。
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①　設置届出書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.　　　　未定　　　 ）

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.　　　　未定　　　 ）

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　（　　　平成２１年７月予定　　　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secci@mext.go.jp

　　　　　なお，「②」について，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

（４） 情報提供に関する事項

　　　２　「（１） 設置計画変更事項等」の記入事項は，原則として，設置届出書の「設置の趣旨等を記載した書類」

　　　　の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　　　３　「(３)　自己点検・評価等に関する事項」については，届出時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わら

　　　　公表後の取扱いについて記入してください。

②　設置計画履行状況報告書

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　　平成２１年７月予定　　　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置届出書」掲載ページへのリンク

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　また、「①」又は「②」の「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲

　　　　載しますので，大学等のトップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

　　　　大学設置室あてに，メールにてご報告ください。

　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。

　　　　いて記入してください。

　　　４　「（４）情報提供に関する事項」の「①」について，現在は未公表であり，今後公表を予定している場合，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

（注）１　項目は，１～５の項目により記入した事項以外で，届出時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　　ず記入してください。また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，でき

　　　　るだけ具体的な根拠を含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ
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